
「稲むらの火」は、戦前から戦後にかけて、広く小

学校の国語教科書に掲載されていましたが、インド洋

津波の発生を受け、津波の知識と対応を説く「稲むら

の火」が、再び脚光を浴びています。

1854年、安政南海地震津波が広村（現在の和歌山県

広川町）を襲いました。実況図からは、高さ約５ｍの

大津波が、波除石垣を乗り越えて村を襲い、背後の田

んぼに浸入している様子がうかがえます。この大津波

が襲った際、浜口梧陵は、暗闇の中で逃げ遅れていた

村人を、収穫したばかりの稲を積み上げた「稲むら」

に火を放って高台にある広八幡神社（右上の鳥居の奥）

の境内に導きました。

1896年、ラフカディオ・ハーン（小泉八雲）は、この

浜口梧陵が稲むらに火をつけて人々を救った逸話をヒン

トに、日本の神の概念は諸外国のそれとは著しく異なっ

ていることを述べた作品“A Living God”の中で、高台に

ある自分の家の周りにある田の稲むらに火を放って村人

を導き、その命を津波から救い、神として祀られた浜口

五兵衛という人物の活躍についての物語を書きました

（注：梧陵は神と祀られておらず、梧陵の家は高台ではな

いなど実話と異なるところもあります）。

昭和９年、地元出身の教員であった中井常蔵は、郷土

の偉人を題材にしたこのラフカディオ・ハーンの“A Living

God”に感動し、その真髄を小学生にもわかるよう短く凝

縮した作品を文部省の教材公募に応募し、入選しました。

これが昭和12年から10年間、小学国語読本（５年生用）

に掲載された「稲むらの火」です（15ページに原文）。

さらに、浜口梧陵は、安政南海地震津波で被災後、

百年後に再来するであろう津波に備え、巨額の私財を

投じ、海岸に高さ約５ｍ、長さ約600ｍの広村堤防（防

波堤）を築き、その海側に松並木を植林しました。約

４年間にわたるこの大工事に村人を雇用することで、

津波で荒廃した村からの離散を防いだとのことです。

そして、安政南海地震から92年後、昭和の南海地震

が発生し、高さ４～５ｍの大津波が広村を襲いました

が、梧陵が築いた広村堤防は、村の居住地区の大部分

を津波から護ったのです。

本年１月18日、神戸で開催された国連防災世界会議

において、小泉純一郎総理大臣は演説の中でこの「稲

むらの火」の話を紹介し、災害についての知識や教訓

を常に頭に入れておくこと、災害発生の際には迅速に

判断して行動することなどの重要性を教えていると

し、また、防災上のさまざまな教訓は、国際的にも共

有できるものであると述べました。
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■広村を襲う安政南海地震津波（1854年）の実況図（古田庄右衛門著「安政聞録」より）：養源寺蔵

■現在の広村堤防 写真提供：津村建四朗氏■広村堤防の横断図
浜口梧陵が築いた土盛の堤防（防浪土堤）と松並木（中央部分）：和歌山県提供

津波と稲むらの火

（注）なお、「稲むらの火」に書かれているように、津波は必
ず引き潮から来るとは限らず、急に高い津波が襲うこと
もあるので、十分留意することが必要です。

耕　地 市街区域 防浪土堤 防浪石堤

は　ぜ

５m

２m

２m

９m

海　面
３．５m

２０m １０m

まさき

くろまつ

人　家

過去の災害に学ぶ（特別編）
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http://www.inamuranohi.jp/「稲むらの火」についての詳しい情報は、「稲むらの火」のホームページをご覧ください。

特別編　「稲むらの火」 

過去の災害に学ぶ 




